
◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 下間 康広

委員会名 産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 下間 康広 ［副委員長］ 塩貝 孝之

［委 員］ 小林 毅 ［委 員］ 渡辺 典子

［委 員］ 仲村 学 ［委 員］ 小中 昭

［委 員］ 村山 好明

視 察 先 長野県下伊那郡阿智村 長野県飯田市

視 察 日 令和８年７月２８日（火） 令和８年７月２９日（水）

視察時間 午後２時００分 ～ 午後３時３０分 午前９時３０分 ～ 午前１１時３０分

調査事項
・資源循環型農業の推進と農産物のブランド

化について
・地域循環型農業の推進について

行政視察を

終えて

阿智村は環境省の全国調査で「星が最も輝い

て見える場所」の第1位に認定された「日本

一の星空」として非常に有名な村であるが、今

回は有機たい肥を活用した循環型農業につい

て視察をさせていただいた。本市と比較する

と面積は1/3程度にはなるが、中山間地で耕

地面積が小さく、耕作者の高齢化が進んでい

るといった共通点が多い。その中で、畜産農家

と耕種農家、そして村が問題を共有し、直視し

て解決に向け動きを取られた経緯には感銘を

受けた。「良質なたい肥→良質な生産物→観光

客をターゲットにし村内消費、過剰分を村外

へ」といった仕組みと目的がハッキリと設定

されており、自治体と村内業者の関わり方に

ついても大いに刺激を受ける良い機会となっ

た。

今回の阿智村・飯田市の視察は地域資源の活

用・地域内循環・自治体と民間（公社、三セク

など）との関わり方を軸として参加しました。

本市でも様々な例があると思いますが、何が

最善なのか、それが将来のためになるのか、多

様な視点を持たなければならないと改めて感

じ、非常に良い刺激をいただける視察となり

ました。

長野県飯田市は、南アルプスと中央アルプス

に囲まれた長野県最南端の市で、人口を比較

すると本市の３.４倍にもなる中心都市であ

る。ただ、森林率は約83％と本市に近いとこ

ろがあり、中山間地での標高差や豊かな自然

を活かした多品目栽培や、リンゴや桃、柿とい

った果樹栽培も盛んな地域である。その中で、

国のみどりの食料システム戦略が策定された

ことで、以前から取り組んでいた「域産域消」

をさらに推進するため、市長からのトップダ

ウンで様々な取り組みが行われていた。特徴

的なのが「みやまし農産物認証制度」の策定

だ。農薬や化学肥料使用に一定の基準を設け、

申請に対してそれを地域の各団体が審査し市

が認定をする制度で、クリアすると認定シー

ルを貼り優位に販売ができる。生産者・販売

者・消費者共に環境負荷軽減に意識が向けら

れ販売促進もできるような制度であった。さ

らに、学校給食への取り入れも進んでおり、ま

さに「域産域消」の取り組みだ。また、市内に

は大規模な畜産農家もあり、４農家が三セク

方式で有機たい肥の生産販売も行っており、

循環型農業に貢献されていた。生産方式につ

いても、市内で生産されるキノコの菌床を水

分調整剤として活用してコストダウンしてい

る工夫も見え、地域資源活用の視野を広げる

良い機会となった。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 塩貝 孝之

委員会名 産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 下間 康広 ［副委員長］ 塩貝 孝之

［委 員］ 小林 毅 ［委 員］ 渡辺 典子

［委 員］ 仲村 学 ［委 員］ 小中 昭

［委 員］ 村山 好明

視 察 先 長野県下伊那郡阿智村 長野県飯田市

視 察 日 令和８年７月２８日（火） 令和８年７月２９日（水）

視察時間 午後２時００分 ～ 午後３時３０分 午前９時３０分 ～ 午前１１時３０分

調査事項
・資源循環型農業の推進と農産物のブランド

化について
・地域循環型農業の推進について

行政視察を

終えて

阿智村では、平成17年に「阿智村有機活用農

業推進条例」を制定し、農業振興公社を中心

に、有機質資源を生かした農業、農産物の販

売、担い手育成を一体的に進めている。公社が

村内農家と連携し、栽培指導や研修、新規就農

者の受入れ、農産物の集荷・販売まで担う仕組

みは、農家だけに負担を負わせず、地域農業を

支える実行組織の重要性を示すものであっ

た。

また、「あち有機いきいき堆肥」を活用した農

産物を認証し、直売所や生協等で販売するこ

とで、安全・安心という価値を消費者に伝え、

ブランド化につなげている点も参考となっ

た。単に有機農業を掲げるだけではなく、生

産、認証、販売、担い手育成を一つの流れとし

て構築していることが成果につながってい

る。

一方、堆肥センターは施設の老朽化や作業環

境、採算性などの課題を抱えており、持続可能

な運営には設備更新だけでなく、原料確保、製

造量、販売先、運営主体まで含めた将来像が必

要である。南丹市においても、八木バイオエコ

ロジーセンターの今後を検討する際には、施

設を維持すること自体を目的とせず、地域農

業の振興と農産物の付加価値向上につながる

仕組みを明確にする必要があると感じた。

飯田市では、家畜排せつ物や食品残さ、きのこ

廃培地、竹チップ等の地域資源を堆肥化し、農

地へ戻す地域循環型農業を推進している。令

和5年に推進方針、令和6年に有機農業実施

計画を策定し、地域相互認証制度「みやまし農

産物」、有機米の栽培実証、学校給食への有機

農産物の試験導入、オーガニックファーム、有

機JAS認証取得支援、緑肥導入支援など、段

階的かつ幅広い取組を展開している点が印象

的であった。

特に「みやまし農産物」は、生産者、消費者、

行政等が互いに確認する仕組みにより、厳格

な第三者認証だけでは参加しにくい小規模農

家にも門戸を広げ、地域内での理解と消費を

促している。認定農産物を学校給食や直売所

で活用し、子どもや消費者に農業と環境のつ

ながりを伝えていることも、地域内循環を定

着させる上で有効である。

現地視察した飯田市堆肥センターでは、畜産

農家からの排せつ物を受け入れ、発酵・熟成さ

せた堆肥を農地へ還元する工程を確認した。

循環を成立させるには、良質な堆肥を安定し

て製造する技術に加え、利用する農家の確保、

散布体制、価格、運搬距離など、出口まで見据

えた設計が欠かせない。南丹市でも、畜産、耕

種農家、学校給食、直売所等を結び、地域で生

産された肥料と農産物が地域で循環する具体



的な仕組みづくりを進めるべきである。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 小林 毅

委員会名 産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 下間 康広 ［副委員長］ 塩貝 孝之

［委 員］ 小林 毅 ［委 員］ 渡辺 典子

［委 員］ 仲村 学 ［委 員］ 小中 昭

［委 員］ 村山 好明

視 察 先 長野県下伊那郡阿智村 長野県飯田市

視 察 日 令和８年７月２８日（火） 令和８年７月２９日（水）

視察時間 午後２時００分 ～ 午後3時３０分 午前９時３０分 ～ 午前１１時３０分

調査事項
・資源循環型農業の推進と農産物のブランド

化について
・地域循環型農業の推進について

行政視察を

終えて

阿智村の資源循環型農業推進の物的施設で

ある堆肥センターは、Ｈ１６年の家畜排せつ

物法施行を機に建設された。場所選定など２

年をかけて、畜産農家・営農支援センター・町

役場等が集団の英知を集めて建設にこぎつけ

た。そうした経過は、建設後の運営にも生かさ

れ、畜産農家の３００万円出資、年間６０万円

の賦課金等、当事者の積極的かかわりが大変

注目される。ここがしっかり座る中で、村の農

業推進に寄与する施設として役割を発揮して

きている。

村はあわせて、３５年前、バブル経済崩壊の

もと村経済の展望を開く大切なモメントとし

て「有機活用農業推進条例」を制定し、資源循

環型農業＝有機活用農業（化学肥料低減・あち

有機いきいき堆肥の利用）で農業振興の活路

を開くことをめざした。そして、条例制定と一

体でその推進機関となる産業振興公社が生産

者・ＪＡ・行政等で設立された。出荷農家４８

０名が社員となり阿智村農産物認証の交付等

にあたるとともに、村内循環システムの構築、

外貨獲得、農家収入増に役割を発揮している。

生産者が主役の取り組みが、全体を通じて

の学ぶべき大きな教訓である。

飯田市の環境に配慮した農業の取り組み

は、現市長が選挙マニフェストで「給食への有

機食材の導入」を掲げて当選し本格的取り組

みが始まった。地域にある未利用資源の活用

推進、環境配慮型農業への転換をコンセプト

に取り組みがスタートした。

取り組み開始はＲ３年度（２０２１年度）か

らで、「地域循環型農業推進方針」（Ｒ５年５

月）、「有機農業実施計画」（Ｒ６年３月）、オー

ガニックビレッジ宣言（Ｒ６年４月３０日）な

ど具体化してきている。トップダウン型の取

り組みであるが、今後が注目される。

明確な方針のもと、その推進には市民への

奉仕者である公務員のマンパワーが欠かせな

い。必要な人員を配置している推進体制は、阿

智村にも共通する、南丹市がくみ取るべき最

大の教訓である。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 渡辺 典子

委員会名 産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 下間 康広 ［副委員長］ 塩貝 孝之

［委 員］ 小林 毅 ［委 員］ 渡辺 典子

［委 員］ 仲村 学 ［委 員］ 小中 昭

［委 員］ 村山 好明

視 察 先 長野県下伊那郡阿智村 長野県飯田市

視 察 日 令和８年７月２８日（火） 令和８年７月２９日（水）

視察時間 午後２時００分 ～ 午後３時３０分 午前９時３０分 ～ 午前１１時３０分

調査事項
・資源循環型農業の推進と農産物のブランド

化について
・地域循環型農業の推進について

行政視察を

終えて

人口6000人弱と、南丹市と比べて規模は小

さいが、市街地は充実しており、事前に予習し

ていた以上に暮らしやすそうな様子が伺え

た。面積に対する人口比率は旧日吉町と類似

している。

「日本一の星空」が見える村というテーマは

非常に伝わりやすく、いただいた資料や名刺、

施設等からは、非常に美しい統一感を感じた。

観光、農業も含めて外からどのように見える

かへの設計に重点を置かれており、観光客数

が物語るように、ストーリー作りの成功事例

と思う。

抱えている課題は南丹市との共通点が多く、

特に少子高齢化による離農率の高さや遊休地

の増加については、村の重点課題として多く

の予算をつけ、さらに横断的に観光や産業に

しっかり波及するような取り組みをされてお

り、ここでは村の小回りの良さが感じられた。

同村の堆肥センターは稼働21年目を迎え長

寿命化対策がされているところで、あと20

年は稼働させていきたいということだった。

木造平屋建てで腐食に強い構造になってお

り、とても綺麗に整備をされている印象。100

日間の複数の工程により製造されている堆肥

「あち有機いきいき」の売上額は年間400万

円。高齢化と、小規模農家が多いことで、トラ

ックによる販売から袋売りへと売れ筋が変わ

ぶなしめじ発祥の地である飯田市では「みや

まし農産物認証制度」により、ゆるやかな減農

薬など、小規模農家でも取り組みやすく少量

多品目を対象としているところに工夫を感じ

た。

認証制度を利用している農家はまだまだ少数

派で、慣行農業との軋轢が生まれないよう、市

が配慮されている様子か伺えた。

認証制度を利用している農家から基準より高

く買い取り（後述）、給食の食材として使用し

（年に1回程度ではあるが）農家さんとの交

流給食を実施されている。そのほかに、圃場見

学、農業イベント（未就学児童の親子対象）を

毎週開催し、年におよそ20組が継続的に参

加。自分が栽培や収穫にかかわった野菜には

愛着が生まれ、食べにくい野菜を美味しく食

べられる子どもも多くいるそうで、農業と子

どもをつなぐ取り組みを積極的にされている

ことに、大変魅力を感じた。

南丹市の基幹産業は、どこまで行っても農業

である。農業者と触れ合う機会を作りシビッ

クプライドを醸成することは、長い目で見れ

ば少子高齢化に良い影響を与えるのではない

かと考え大変共感を持った。

また具体的な有機農法の野菜の販売価格を上

げる取り組みとして、学校給食で認定野菜を

使われている。有機野菜を使うことで給食の



ってきている。売れ筋をしっかり把握され、対

応されていることに工夫を感じる。同じ条件

で堆肥を使った場合と使わなかった場合を比

較した写真により、どのくらいの効果がある

のかを見せること、農協以外で堆肥が買える

という選択肢が増えたこと、購入による補助

があることを周知することで売上を伸ばす。

農業公社ではなく、産業振興公社を設立し、農

協ではできない小規模農家の認証制度による

販路拡大や価格設定などと共に、農業だけで

はない、産業の受け皿も一体的に受け持つ、と

いうのも小さな村ならではの連携機能だと感

じた。昼神温泉など観光資源と上手く連動し、

農業振興に活かしていかれる途上とのこと

で、本市の農業・産業の振興にも応用できそう

な事例を多く得ることができた。

経費は増加するが、現在は市で増加分をカバ

ーされている。しかし給食センターでは消費

量に対する安定供給が難しく、自校式の給食

で５品目に絞ったトライアルをされていると

のこと。収量が上がり安定して給食で認定農

産物が導入されることを大きな目標とされて

いる。市として大きな目標を立てた農業（特に

小規模農家）支援により経営安定化が期待さ

れる。南丹市の良さはどこにあるのか。農業政

策といっても、一番大きな課題は後継者不足

であり、農業で安心して食べていけないとい

う現実である。南丹市は大変広大ではあるが、

子どもたちに地域の良さを受け取ってもらえ

るような施策を横断的に考えていかなければ

いけないと、深く考えさせられた。

飯田市の堆肥センターは鉄骨がかなり老朽化

しており、南丹市の八木バイオと同じ課題を

抱えている。

本市施設の今後について、堆肥の製造にとど

まらず、どのように活用していけば、市民が

「自分ごと」として捉えられるのかを検討す

る材料を２自治体で多く拝見でき、大変参考

になった。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 仲村 学

委員会名 産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 下間 康広 ［副委員長］ 塩貝 孝之

［委 員］ 小林 毅 ［委 員］ 渡辺 典子

［委 員］ 仲村 学 ［委 員］ 小中 昭

［委 員］ 村山 好明

視 察 先 長野県下伊那郡阿智村 長野県飯田市

視 察 日 令和８年７月２８日（火） 令和８年７月２９日（水）

視察時間 午後２時００分 ～ 午後３時３０分 午前９時３０分 ～ 午前１１時３０分

調査事項
・資源循環型農業の推進と農産物のブランド

化について
・地域循環型農業の推進について

行政視察を

終えて

阿智村では､資源循環型農業の取り組みとし

て堆肥センターが設置されています。こちら

で畜産農家から排出される牛糞を回収し、村

内の施設で約100日間かけて発酵・熟成させ

た完熟有機堆肥「あち有機いきいき」を製造し

ています。野菜農家が農地を登録し、この完熟

堆肥を用いた土づくりを徹底しています。年

1回の土壌診断を実施して必要な肥料成分を

正確に把握し、化学肥料や農薬の適正管理・栽

培指導が一体で行われています。標高500～

1,000mの寒暖差を活かして栽培された朝採

れ野菜を丁寧に検品して出荷しています。完

熟堆肥「あち有機いきいき」の使用を原則と

し、基準をクリアして収穫された農産物にの

み「阿智村農産物認証マーク」の表示が許可さ

れ、安心・安全・高品質を可視化して他の産地

との差別化や付加価値の向上が図られていま

す。販売網は地域のJAや直売所、提携店舗等

と連携し、消費者に直接訴求する販売促進活

動が展開されています。

阿智村の取り組みは、行政、畜産農家、耕種農

家、振興公社や関係団体が一体となった「村ぐ

るみ」の資源循環システムです。単なる有機栽

培の推進にとどまらず、土壌診断から認証マ

ーク制度、厳格な出荷基準までを一貫して行

うことで、消費者からの高い信頼とブランド

価値の向上に繋がっているのだと感じまし

飯田市では、「土作り」「農産物」「地元消費」

「残さ」「肥料のサイクル」を地域内で回す「飯

田市地域循環型農業推進方針」を策定し、環境

にやさしい有機農業の推進を図っています。

飯田市農業振興センターの基本方針は、地域

の残さや堆肥を活用した土作りの実施と、効

率的な肥料サイクルの構築による「資源の循

環」、そして化学農薬・化学肥料の使用量削減

による「環境負荷の低減」です。また、域産域

消の推進として、学校給食へ地元農産物を導

入することにより、地域内での農産物消費の

拡大と経済の活性化を図っています。同セン

ターの役割は、推進方針や事業の進行管理、研

究プロジェクト等にとどまりません。オーガ

ニック農業塾などを開催して生産者と消費者

の交流を促進し、環境配慮型農業への理解醸

成を図りながら、地域内の資源を無駄なく活

かす仕組みを体系化しています。学校給食を

起点とした域産域消は、食育と地域経済循環

の両面に寄与すると考えます。さらに、生産者

と消費者の双方向の交流が、環境配慮型農業

の理解と定着を支えていると感じました。

今回の視察を活動の参考にさせて頂きます。



た。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 小中 昭

委員会名 産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 下間 康広 ［副委員長］ 塩貝 孝之

［委 員］ 小林 毅 ［委 員］ 渡辺 典子

［委 員］ 仲村 学 ［委 員］ 小中 昭

［委 員］ 村山 好明

視 察 先 長野県下伊那郡阿智村 長野県飯田市

視 察 日 令和８年７月２８日（火） 令和８年７月２９日（水）

視察時間 午後２時００分 ～ 午後３時３０分 午前９時３０分 ～ 午前１１時３０分

調査事項
・資源循環型農業の推進と農産物のブランド

化について
・地域循環型農業の推進について

行政視察を

終えて

・平成17年に、農業振興と健康で豊かな生

活を確立することを目的に「阿智村有機活用

農業推進条例」が制定された。令和8年には、

地域内循環システムの構築と外貨の獲得によ

って村内農業の収入増加を図り、持続可能な

村づくりを進めることを目的に「阿智村産業

振興公社」を設立された。

・村内の畜産農家から出る牛糞をたい肥セン

ターで約100日間かけて完熟堆肥（あち有機

いきいき）を製造し農家に還元されている。ま

た、阿智村産業振興公社が中心になり、あち有

機いきいきを使用した認証農産物のブランド

化や販路拡大、新規就農者の育成にも取り組

んでおられた。

まとめ

資源循環型農業は単なる環境対策ではなく、

農業・畜産・観光・地域経済を結びつける地域

づくりそのものであると感じた。堆肥作りか

ら生産、販売までを一体化した優れた取り組

みであると感じた。

本市においても、環境型農業の推進と農産物

のブランド化を進めるべきと考える。

・飯田市地域循環型農業推進方針（R6年策

定）

飯田市有機農業実施計画（R6年策定）

オーガニックビレッジ宣言（R6年宣言）

・「みやまし農産物認証制度」をR6年に創設

運用。対象は野菜・果樹・米などであり、農薬

を慣行基準の3割以上削減、化学肥料を慣行

基準の3割以上削減した農産物。現在の認定

者数は20件、認証農産物は160品目であ

り、学校給食への提供や市内直販所で販売さ

れている。

・たい肥センターでは、家畜排せつ物だけでな

く市内から出る生ごみ・きのこ菌床栽培農家

から出る廃培地などで、リサイクル堆肥を製

造し農地へ還元する取り組みがされていた。

まとめ

地域循環型農業は単なる農業施策ではなく、

環境政策・循環型社会の形成・食育・地域経済

の活性化など重要であると感じた。

本市においても、有機農業の推進や地域ブラ

ンド確立で、持続可能な農業と地域の活性化

につなげていくべきと考える。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 村山 好明

委員会名 産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 下間 康広 ［副委員長］ 塩貝 孝之

［委 員］ 小林 毅 ［委 員］ 渡辺 典子

［委 員］ 仲村 学 ［委 員］ 小中 昭

［委 員］ 村山 好明

視 察 先 長野県下伊那郡阿智村 長野県飯田市

視 察 日 令和８年７月２８日（火） 令和８年７月２９日（水）

視察時間 午後２時００分 ～ 午後3時3０分 午前９時３０分 ～ 午前１１時３０分

調査事項
・資源循環型農業の推進と農産物のブランド

化について
・地域循環型農業の推進について

視察研修を

終えて

資源循環型農業と農産物ブランド化につい

て視察した。

阿智村は、人口5,815人、農家戸数645

戸、主な農産物は水稲、キュウリ、トマト、

りんご、梨、市田柿等の果樹である。農地は、

典型的な中山間地域で平地が少なく、一筆の

農地面積・農家の耕作面積も小さく農地斜面

の管理が多い状況であった。そのため、高齢

者の離農や後継者不足の懸念があった。

上記の現状がある中、村の基盤産業の農業

が衰退する危機感が生まれ、平成17年に農

業振興と健康で豊かな生活を活用することを

目的とする下記内容の「阿智村有機活用農業

推進条例」が制定された。

①資源循環型農業を推進し、化学肥料低減に

より、健康的で自然に優しい農業を目指す。

②生産者は阿智村有機活用(あち有機いきい

き堆肥の利用)に積極的に取り組む。

②村は有機活用農業の推進を図るための施策

を積極的に実施する。

条例により、阿智村認証農産物のブランド

化と消費者への有利販売をしていくことを目

指し、阿智村産業振興公社が設立された。村

と一緒に生産者の手伝いを行い、農業を元気

にすることを目的として、大きく4つの事業

を行われた。

① 農産物販売促進事業としてあち有機いき

飯田市の農業環境は、山間地が多く、栽培条

件がよい農地は少ない。

そのような条件の中、狭くて高低差のある農

地でも収益を確保する農業として、果樹・畜

産・きのこ等を中心とした品目の生産が盛ん

だ。

米については、給食に特別栽培米が提供され

使用されているが、その割合は年々減少し、令

和5年度には全体の約20%(約30トン)まで

落ち込んでいた。このような現状を踏まえ、令

和5年5月に「飯田市地域循環型農業推進方

針」を策定され、地域内の未利用資源の活用を

進められ、あわせて環境配慮型農業への取り組

みを開始されるとともに、当市独自の地域相互

認証制度を設立された。また、地域循環型農業

の取り組みとして、認証農産物を給食に優先導

入することを推し進めるともに、生産者が取り

組みやすい環境を整え始められた。また、環境

に配慮した生産者で作る「南信州ゆうき人」等

での情報交換、勉強会が行われている。

令和6年より、飯田市独自の地域相互認証

制度「みやまし農産物認証制度」を創設、運用

され、地元で減農薬、減化学肥料に取り組んで

おられる農産物を認証し、地域にＰＲすると共

に学校給食にも提供されている。

有機農法で、お米については農家の方々のモ

チベーションや所得向上を目的とし、昨年度は



いき堆肥を利用した農産物のブランド化

を図る。

② 栽培指導及び担い手育成。

③ 完熟堆肥の安定供給・生産拡大。

④ 農業振興に関する研究を行い、農業発展

のために活動する。

公社は、上記目的を持ち、有機活用農業の実

施と持続可能な農業経営をしていくため、活

動していく。

次に阿智村産業振興公社による堆肥センタ

ーの施設運営について説明を受けた。施設は、

においの問題等で建設場所を探すのに2年間

かけ、会員で300万円の出資を行い、20年

程前に完成した。なお、処理料等は1トン当

たり1,500円であった。

村内の酪農家の減少に対応するため、村外

の畜産農家にも参加を呼びかけ、施設稼働の

向上を目指している。

最後に堆肥施設を見学した。第一印象は、

施設自体もよく管理され衛生的な良質の環境

の中、堆肥が生産されていた。特に感心した

のは臭いも少なく、完熟堆肥は良質であった。

今回の視察事例の環境は南丹市に近しい環

境であり、我が市の有機活用農業の検討内容

に非常に参考になると考えた。

玄米35,000円/俵で市が買い取りの取り組

みをされている。また、有機農業に必要な堆肥

センターについても、市内から発生する生ご

み、家畜排せつ物、施設栽培きのこの廃培地を

原料として堆肥を生産され、地域循環型農業を

実践している。

堆肥センターは、今後に向けての課題はある

ものの、昨今の物価高により、自然に配慮した

安価で安心安全な地域循環型農業の拠点施設

として活動している。

このように、飯田市は地域循環型農業を目標

とされ、積極的な活動をされていた。

南丹市で生産された有機・減農薬の穀物や地

元食材を学校や保育園の給食に提供する。これ

により、生産者の安定的な収入を確保すると同

時に、子どもたちの健康増進や食育活動にもつ

なげていけるのではないかと考えた。


